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要 旨

　英米の新聞記事と日本人学生の英語作文において、「二重 目的語構文」が実際にどれ程の頻度

で使用されているかを調査 ・分析 した。間接 目的語が人称代名詞の場合には、SVOAよ りも

SVOOが 使 われる傾向があ り、　「to+人称代名詞」とい う形は極めて少ないということが、英米

の新聞記事と日本人学生両方の共通点としてあげられる。英米の新聞記事では、giveは 、　SVOA

よ りもSVOO優 位、　lendは 、　SVOOよ りもSVOA優 位、また、　send、　show、　sell等の動詞は、

SVOOと しての用法が非常に少ないということが判った。日本人学生に関 しては、　introduceや

explain等 の非二重 目的語動詞に対 しても、　SVOO形 式の英語文を書 く者が多 くいた。導入段階

で、たいてい 「SVOOとSVOAの どちらを使ってもよい」 と教えられてきている日本人学生が、

動詞や目的語の種類によって、どちらか一方にその使用が偏る場合があることが判明した。

キ-ワ-ド:二 重目的語、間接目的語、直接目的語、使用頻度

はじめに

　本稿の目的は、英米の新聞記事および 日本人学生の英語作文における 「二重 目的語構文」の

調査を行い、それが実際にどのような頻度で使用されているかを分析することにより、英語学

習段階にある日本人学生にこの構文を指導する際の指針 ・注意点を見つけ出すことにある。つ

まり、統語的に同じ内容を表すとされるSVOO(あ るいはS+V+10+DO)とSVOA(以

下、Aは 「前置詞+間 接 目的語」の意味で用いる)の 間接 目的語が、普通名詞、固有名詞、

人称代名詞の場合に応 じてどのように使用頻度が異なって くるか、また、動詞によってどのよ

うな差が出て くるか、等について分析を行い、特に、 日本人学生が使用する特有の構造や共通

した誤 りを検討 してい くこととする。

　調査資料 として、新聞記事に関しては、The　Guardian(英 国)の1996年 版(1年 分)、 およ

び、The　 Washington　 Times(米 国)の1995年 版(1年 分)を 使用 し、 日本人学生に関しては、

筆者が2006年6月 に行った大学生 ・短期大学部生243人 を被験者 とした英語作文を使用する1)。

　英語教育の現場で、「Tomは 私にJohnを 紹介 しました」とい う文を 日本人の英語学習者が、
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Tom　 introduced　 me　 John.と い うよ うな英語文 にす る例 は しば しば見 られ る ところであ るが

(詳 しい数字は後述す る)、 これ は、giveやlendな ど の二重 目的語動詞を学んだ 日本人学習者

が、 同 じ日本語構造(誰 々に何 々を～す る)の 類推 か ら、二重 目的語動詞 ではないintroduce

に も応用 しているため と考 え られ る。 もっ とも、非二重 目的語動 詞をSVOOと して使用す る

誤 りは、子供 の英語母語話者に関 して も起 こることが報告 されてお り、興味深い研究 と しては、

Jess　Gropen　 et　al.(1989)に よ るものがあ る。そ こでは、多音節 の動詞 よ りも単音節 の動詞 の方

が、過剰 一般化(SVOOと して使用)さ れ やすい こ とや 、話者が どの よ うに二重 目的語動 詞

の規則を習得 してい くかについて などが論 じられてい る。

　 与格交替(SVOOとSVOAの 交 替)の 問題を扱 った もの としては、　Arnold,　 et　al.(2000)が

あ るが、それに よる と、交替 の要 因は、grammatical　 complexity(heaviness)と 、　discourse

status(newness)で あ るあ ることが、主張 され ている。 日本語 ・英語対照の立場か ら、　SVOO

とSVOAの 構 造 を論 じた もの としては、影山太郎編 『日英対照 　動詞 の意 味 と構文 』 の第5

章 「二重 目的語構文」があげ られ る。 ここでは、与格交替 の意味的制約、形態的 ・音韻的制約、

談話情報 の制約、統語的 な制約 とい った観点か ら詳 しく分析が なされてい る。本稿は、実際に

使用 された構文 の数字(パ ーセン ト)の 分析を中心に、論を進めてい くこととす る。 なお、本

来は、1文1文 の文脈を考慮に入れて、 なぜSVOOとSVOAの ど ちらの構文が使われてい る

かを検証 していかねば な らないわ けであ るが、本稿 は、「使用頻 度」 とい うものに重 きを置い

てい る とい うことか ら、文脈等 を考 慮 した本調査 に進 むための、「予備調査」 としての位置づ

けであ ることを断 ってお く。

1.英 米の新聞記事の調査結果

　最初に、The　 Guardian(以 下GD)とThe　 Washington　 Times(以 下VVT)に お いて、最 も

代表的 な二重 目的語動詞 であ るgiveが どの よ うに使用 され ているか を見 てい きたい。調査方

法 と しては、giveが 能 動態 として使用 され たすべ ての文 を検索 し、　GZ)、　VVTそ れ ぞれそ の最

初か ら1,000件 を分析す る とい う方法 を取 る こととす る2)。

　表1が 示す のは、giveが 二 重 目的語構文 として使用 された件数であ る。
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表1giveがSVOOで 使 用 され た件数

目的語の種類 GD(1,000件 中) π7U,000件 中) 計(2,000件 中)

give+普 通名詞+普 通名詞 147(14.7%) 162(16.2%) 309(15.5%)

give+固 有名詞+普 通名詞 89(8.9%) 138(13.8%) 227(11.4%)

give+人 称代名詞+普 通名詞 234(23.4%) 217(21.7%) 451(22.6%)

SVOO構 文の合計 470(47.0%) 517(51.7%) 987(49.4%)

　 目的語 の種類 の代表的 な例文 としては、 それ ぞれ 、John　 gave　 the　boy　 a　book.　 John　 gave

Tom　 a　book.　 John　gave　me　a　book.の よ うな形の ものにな る。調査の結果、　giveが 能 動態で使

用 された文全体 の中で、約50%の 割 合で二重 目的語構文が使用 されてい ることが判 明 した。大

修館書店 『ジーニアス英和辞典』第3版 等で、「間接 目的語 が代名詞 の場合 はSVOOが 好 まれ

る」(p.788)旨 の説 明がな され ているが、ほぼ、 その記述通 り、SVOOは 間 接 目的語 が人称

代名詞 の場合に最 も使用頻度が高い ことが判 った(普 通名詞 と固有名詞を合わせ ると比率は人

称代名詞をやや上回 ることとなったが)。 人称代 名詞 、つ ま り、me、 　us、　himな ど のよ うに短

い語は前置 され る傾 向があ ると言え るのであ ろ うか ど うかは、今か ら順次確かめてい きたい。

英米 の違 いに関 して は、 ほ とん ど現れ ていない と見 える。 なお、 ここには、SVOAで 書 き換

え ることので きない もの、た とえば、give　it　a　try(3件)、 　give　it　a　go(3件)、 　give　it　a　shot

(2件)、 の ようなイデ ィオム、 あるいは、He　 gave　me　 a　look.と い った形式 の文(具 体的 な

物 の授受を表 さない もの3))、 等 は除外 している。

　次に、「to+間 接 目的語」 として使用 された文を見てみ る。表2は 、　giveがSVOAで 使 用

された件数を示 した ものであ る。

表2　 giveがSVOAで 使用された件数

目的語の種類 GD(1,000件 中) π7U,000件 中) 計(2,000件 中)

give+普 通 名詞+to+普 通 名詞 98(9.8%) 122(12.2%) 220(11.0%)

give+普 通 名詞+to+固 有 名詞 12(1.2%) 16(1.6%) 28(1.4%)

give+普 通 名詞+to+人 称 代名詞 1(0.1%) 1(0.1%) 2(0.1%)

直接目的語が普通名詞の合計 111(11.1%) 139(13.9%) 250(12.5%)

give+代 名 詞+to+普 通 名詞 1(0.1%) 4(0.4%) 5(0.3%)

give+代 名 詞+to+固 有 名詞 2(0.2%) 4(0.4%) 6(0.3%)

give+代 名 詞+to+人 称 代名詞 2(0.2%) 3(0.3%) 5(0.3%)

直接目的語が代名詞の合計 5(0.5%) 11(1.1%) 16(0.8%)

SVOA構 文の合計 116(11.6%) 150(15.0%) 266(13.3%)
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目的語 の種類 の代表的 な例文 と しては、それぞれ、John　 gave　a　book　to　the　boy.　 John　gave　a

book　to　Tom.　 John　gave　a　book　to　me.　 John　gave　it　to　the　boy.　John　gave　it　to　Tom.　 John　gave

it　to　me.の よ うな形 の ものになる。 なお、 ここには、　give　way　 to(24件)の よ うなイ デ ォムや、

give　birth　to(6件)等 の よ うにgive　 O　birthの よ うには使用 しない(『 ジーニアス英和辞典』

p.184s.v.　 birth成 句 見 出 し 『give　birth　to』 等 参照)な ど、二重 目的語構文で使 うことがで き

ない ものは除外 してい る(ま た、He　 gave　me.の よ うな形で使われてい るものも省いてい るた

め、SVOOとSVOAの 合 計 は、100%に は なってい ない。つ ま り、表にあげたパ ーセン トは、

SVOO対SVOAで は な く、giveの 能 動態 での全 ての使用 に対 しての ものである)。 ただ し、間

接 目的語が長いために、あ るいは、 口調 の関係等で、「to+間 接 目的語」 の形で後置 されてい

て も、理論 上は二重 目的語構 文 にな りうると考 え られ るもの は(SVOOに す る と極 めて理解

しに くくなる場合が起 こ りうるが)含 まれ ている。 直接 目的語が代名詞(it、　them)の 場 合は、

John　gave　the　boy　it.の よ うにSVOOで 使 用すべ きでは ない(実 例 も皆無であ った)と されて

い るので、John　 gave　it　to　the　boy.の よ うな形 の文 は別 項 目に した。

　 調査 の結果判 明 した ことは、giveがSVOAで 使 用 され る割合 は約13%で 、　SVOOに 比 べて

非常に低 くなった とい うことであ る。John　 gave　a　book　 to　the　boy.の よ うな 「普通名詞+to

+普 通 名詞」は、ll.0%見 られたが、「普通名詞+to+固 有 名詞」 は1.4%に 減 少 し、 さらに、

John　gave　a　book　to　me.の よ うな 「普通名詞+to+人 称 代名詞」 は、0.1%と 使 用例は極めて

少 な くなることが判 った(meの よ うな人称代名詞は、聞 き手に とって旧情報 であ るので、　rto

+人 称 代名詞」 の形が使われ に くくな るこ とは、当然予想 され る ことであ ったが、逆 に、少

ない なが らも使用 された場合 の分析 にあた っては、やは り、「文脈 」等の考慮が必要 にな って

くるもの と考 え られ る)。 ただ し、直接 目的語 と間接 目的語 が どち らも普通名詞 の場 合に限 っ

ては、SVOOとSVOAの 比 率はか な り近い ものとなってい ると言 うことがで きる。 また、直

接 目的語が代名詞 の場合では、to以 下 の名詞 の種類 にかかわ らず、　John　gave　it　to　me.と い っ

た文 の使用 例その もの も非常 に少ない こ とが判 った。参考 のために、1,000件 を 超 えて、give

の能 動態で の全使用件数(GZ)25,474件 、　WT　 21,913件 、 計47,387件)をrto+人 称 代名詞」

に限 って検索 した ところ、「普通名詞+to+人 称 代名詞」は、　GZ)38件 、 πT　 23件 、 計61件

(0.13%)で 、 「代名詞+to+人 称 代名詞」 の場合は、　GZ)84件 、　VVT　79件 、 計163件(0.34

%)で あ った。英米 の違いを示す と言え るものと して、英国 のGDに は、　John　gave　it　me.の

形 式 の構造が、対象 の1,000件 の 中には1件 、全25,474件 中、6件 あ った。米 国のWTに は、

皆無であ った。

　 次に、lendに つ いて見 てい くこととす る。　lendが 能 動態 で使用 された総数 は、　GZ)625件 、

VVT　 547件 、 合計1,172件 と、主 な二重 目的語動詞 の中では、使用件数 が少なか った。 ここで

は、全件数 を対象に分析 を行 う。表3は 、lendが 二 重 目的語構文 で使 用 された件数 を示 して
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い る 。

表3　lendがSVOOで 使用された件数

目的語の種類 GD(625件 中) πT(547件 中) 計(1,172件 中)

lend+普 通名詞+普 通名詞 39(6.2%) 35(6.4%) 74(6.3%)

lend+固 有名詞+普 通名詞 18(2.9%) 24(4.4%) 42(3.6%)

lend+人 称代名詞+普 通名詞 79(12.6%) 25(4.6%) 104(8.9%)

SVOO構 文の合計 136(21.8%) 84(15.4%) 220(18.8%)

　 目的語 の種類 の 「lend+普 通 名詞+普 通名詞」は、　John　lent　his　friend　a　book.の よ うな文

を対象 としてい る。giveが 、 約50%の 割 合で二重 目的語構 文 の使用 があ った の と対比 して、

lendの 場 合は約20%と い う結果 とな った。 同 じ二重 目的語動詞 で もこの よ うな開 きが実際 の

使用 で出てい る とい うことが判 明 した。 また、表4で 見 る よ うに、SVOAの 形 で使われ てい

る割合が、逆に約50%と な ってい ることが判 った。

表4　 -endがSVOAで 使用された件数

目的語の種類 GD(625件 中) πT(547件 中) 計(1,172件 中)

lend+普 通 名詞+to+普 通 名詞 153(24.5%) 181(33.1%) 334(28.5%)

lend+普 通 名詞+to+固 有 名詞 32(5.1%) 22(4.0%) 54(4.6%)

lend+普 通 名詞+to+人 称 代名詞 1(0.2%) 1(0.2%) 2(0.2%)

直接目的語が普通名詞の合計 186(29.8%) 204(37.3%) 390(33.3%)

lend+代 名 詞+to+普 通 名詞 66(10.6%) 78(14.3%) 144(12.3%)

lend+代 名 詞+to+固 有 名詞 32(5.1%) 24(4.4%) 56(4.8%)

lend+代 名 詞+to+人 称 代名詞 5(0.8%) 4(0.7%) 9(0.8%)

直接目的語が代名詞の合計 103(16.5%) 106(19.4%) 209(17.8%)

SVOA構 文の合計 289(46.2%) 310(56.7%) 599(51.1%)

　 giveと 共 通す るのは、John　lent　a　book　 to　me.の よ うな形の、「普通名詞+to+人 称 代名詞」

が、非常に少 ない とい うことであ る。やは り、人称代名詞 のよ うな短い語は前置 され る傾 向が

あ る と、 ここで も言 うことがで きるが、SVOOで の間接 目的語 における人称代名詞 の使 用率

はgiveがlendを 大 きく上 回 っていた。　giveとlendの 用 法に関 して、使用構文 の割合に限 っ

て言えば、直接 目的語 と間接 目的語が どちらも普通名詞 のときは、「lend+普 通 名詞+to+

普 通 名詞」 の使用が28.5%で 、 最 も多い とい うことが判 った。英米 の違いを示す ものと して、

lendに 関 して も、　GDでJohn　 lent　it　me.の 形 の文 が1件 見つか った。
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　 続いて、sendに つ いて述べ る。　GZ)、　WTに お いて能動態で使われた全文検索 のそれぞれ最

初 の1,000件 、 計2,000件 を 対象 と して分析す る。sendが 、　SVOOで 使 用 され たのはGZ)、 　VVT

合 わ せて124件 、6.2%と い うものであ った。そ の中で も、John　 sent　her　a　letter.の よ うな 「人

称代名詞+普 通名詞」 の形が、98件 、4.9%を 占 めていた。sendは 、　giveやlendと 比 較 して、

二重 目的語構 文 としての使 用が非常 に少 ない ことが判 った。SVOAに 関 しては、直接 目的語

が普通名詞 の場合は、GZ)、　VVT合 わ せて、856件 、42.8%と 、 よ り多 く使用 され てい ること

が判 明 した。 しか しなが ら、直接 目的語が代名詞 の場 合は、88件 、4.4%と い う数字 が示す よ

うに、John　 sent　it　to　his　friend.の よ うな形 式の文 は、非常に少ない とい うことが判 った。

　 二重 目的語動詞 と して の用法があ るはず のshowに 関 しては、意外 な結果 が出た。　SVOO、

SVOAと も に使用率が低か った。 つま り、「誰 に」を示 さないSVOと しての用法が主であ っ

た。showのSVOOで の 使用は、　GZ)、　VVTの 合 計2,000件 中 、96件 、4.8%で あ った。　John

showed　 his　friend　a　picture.の よ うな 「普通名 詞+普 通名詞 」は、19件 、1.0%で 、　John

showed　 Tom　 a　picture.の よ うな 「固有名詞+普 通名詞」はわずか3件 、0.15%で あ った。

John　 showed　 me　a　picture.の よ うに間接 目的語 が人称代名詞 の場合 に、74件 、3.7%と 使 用率

がやや多 くなるとい う結果 となった。SVOAに 関 しては、　John　showed　 a　picture　to　his　friend.

の よ うな 「普通名詞+to+普 通 名詞 」の形式 は1件 、0.05%、 　John　 showed　 a　picture　 to

Tom.の よ うな 「普通名詞+to+固 有 名詞」 の形式は4件 、0.2%、 　John　showed　 a　picture　to

me.の よ うな 「普通名詞+to+人 称 代名詞」 の形式 は2件 、0.1%で あ った。 また、直接 目

的語 が代 名詞の場合 は、to以 下 の名詞 の種類 にかかわ らず0件 とい う結 果 とな った(も ち ろ

ん、Iwill　 show　 it　to　you.の よ うな形 が全 く使用 され ないはず はない と考 え られ たので、　show

の使 用例を50,000件 まで拡大 して検索 した ところ、「代名詞+to+名 詞 」の形は、90件 、0.18

%が 見 つか った4))。

　 次に、SVOA構 文 を使用 した ときの前置詞にtoで はな く、forを 取 るとされてい る二重 目的

語動詞 のbuyに つ いて見 る ことにす る(真 の二重 目的語構文 は、「to+間 接 目的語」で書 き換

え ることがで きるものに限定すべ きであ ると言 うことがで きるが、普通、英語教育においては、

SVOAの 前 置詞 にforを 使 う動詞が、二重 目的語動詞 と して扱われ、 また、後述す る 日本人学

生 の調査で も混乱が見 られ ることか ら、実際 の使用数を確かめ るとい う目的で調査を行 うこと

と した)。 調査 の結果、buyは 、　SVOと しての用法が主 で、　SVOO、 　SVOAの ど ちらも使用例

が非常に少 ない ことが判 明 した。SVOOは 、　GZ)、　VVTの 合 計2,000件 中、36件 、1.8%で 、 そ

の うち、John　 bought　 her　a　car.の よ うな間接 目的語 が人称代名詞 の場合 が、29件 、1.5%を 占

めていた。SVOAは 、2,000件 中 、わず か12件 、0.6%で 、　John　bought　 it　for　his　daughter.の

よ うな直接 目的語が代名詞 の場合は、1件 、0.05%と い う結果 となった。直接 目的語が代名詞

の場合 の全使用例を検索 した ところ、buyの 能 動態 での全使用件数24,085件 に 対 して、　John
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bought　 it　for　his　daughter.の よ う な 形 の 文 は 、　for以 下 が 、 普 通 名 詞6件 、 固 有 名 詞0件 、 人

称 代 名 詞ll件 で あ っ た 。

　 SVOA構 文 の 前 置 詞 にforを 取 る も の と し て は 、 他 に 、　build、 　cook、 　find、　get、　knit、 等

が あ る が 、 こ こ で は 、makeを 代 表 と し て 見 て み る こ と とす る。 予 想 され る こ と で は あ っ た が 、

GZ)、　 VVTそ れ ぞ れ 最 初 の1,000件 に は 、　makeのSVOOで の 使 用 は 皆 無 で あ っ た(SVOや

SVOCは 多 く見 ら れ た が)。 ま た 、 「make+名 詞+for+普 通 名 詞 」 もGZ)に1件 あ る だ け で

あ っ た 。 そ こ で 、 今 度 は 、GD、 　VVTの そ れ ぞ れ1年 分 を 使 っ て 、　makeと の 組 み 合 わ せ を 次

の 名 詞 に 限 っ て 検 索 を 行 っ た 。cake/cakes、 　coffee、 　tea、　cookie/cookies、 　candy/candies、

breakfast、 　lunch、 　supper、 　dinner、 　meal/meals、 　sandwich/sandwiches、 　pizza/pizzas、 　ham-

burger/hamburgers。 　makeの 能 動 態 で の 全 使 用 件 数 は 、　GZ)40,577件 、　WT　 37,190件 、計77,767

件 で 、 そ の う ち 、 上 で あ げ た 名 詞 を 伴 うSVOO構 文 、 た と え ば 、　John　 made　 me　 some　 coffee.

の よ う な 文 で の 使 用 は 、 わ ず か30件 、0.04%と い う結 果 と な っ た 。 ま た 、SVOAで の 使 用 件

数 は 、 全 件 中20件 、0.03%で あ っ た 。 「make+0+for人 」 と い うの は 、0が 、 名 詞 、 代 名

詞 に か か わ ら ず 極 め て 使 用 頻 度 が 低 い と い う こ と が 判 明 した 。

　 次 に 、teachに つ い て 見 る こ と と す る 。　teachに 関 し て は 、 「teach+名 詞+that節 」 や

「teach+名 詞+how　 to　do」 の 形 で 使 わ れ た も の が 、　GD、 　VVTの 合 計2,000件 中 、212件 、

10.2%あ っ た が 、 こ れ を 除 外 したSVOOで の 使 用 は 、234件 、　 l　l.7%で あ っ た 。 ま た 、 そ の う

ち 、 間 接 目的 語 が 人 称 代 名 詞 の 場 合 が147件 、7.4%で あ っ た 。SVOAで の 使 用 は 、2,000件 中 、

43件 、2.2%で 、 目 的 語 が 代 名 詞 の 場 合 は 、 わ ず か4件 、0.2%で あ っ た 。John　 taught　 it　to

Tom.の よ うな 「代 名 詞+to+固 有 名 詞 」 は 、 皆 無 で 、　John　 taught　 it　to　his　friend.やJohn

taught　 it　to　me.の よ うな 「代 名 詞+to+普 通 名 詞 」 と 「代 名 詞+to+人 称 代 名 詞 」 が そ れ

ぞ れ2件 ず つ あ る だ け で あ っ た 。 英 米 の 違 い と して は 、GDにJohn　 taught　 us　it.の よ う な 形 式

の 文 が1件 見 つ か っ た 。

　 次 に 、tellに つ い て 述 べ る 。　GZ)、　VVTの 合 計2,000件 中 、　SVOO(直 接 目的 語 が 節 で は な く、

「普 通 名 詞 」 の 場 合)で の 使 用 は 、184件 、9.2%で あ っ た 。 ま た 、 「tell+名 詞+that節 」 の

使 用 が 、694件 、34.7%で 、John　 told　Tom　 to　go　there.の よ うな 「tell+名 詞+to　 do」 の 形 式

は 、102件 、5.1%で あ っ た 。 間 接 目的 語 が 人 称 代 名 詞 の と き は 、John　 told　me　 the　truth.の よ

う なSVOOの 形 式 が 、149件 、7.5%で 、　John　 told　me　 about　 the　truth.の よ うにaboutを 含 む

ケ ー ス は 、66件 、3.3%で あ っ た 。John　 told　his　friend　 the　truth.やJohn　 told　Tom　 the　truth.の

よ うに 間 接 目的 語 が 、 普 通 名 詞 、 固 有 名 詞 で 、aboutを 含 ま な い ケ ー ス(SVOO)は 、 そ れ ぞ

れ 、14件 、0.7%と 、9件 、0.5%で あ っ た が 、John　 told　his　friend　 about　 the　truth.やJohn　 told

Tom　 about　 the　truth.の よ うにaboutが 含 ま れ る ケ ー ス が 、 そ れ ぞ れ 、20件 、1.0%、 と9件 、

0.5%と い う割 合 に な っ て い た 。SVOAに 関 し て は 、　John　 told　the　truth　to　his　friend.の よ う な
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「名詞+to+普 通 名詞」 の形 は、9件 、0.45%で 、　John　told　the　truth　to　Tom.の よ うな 「名

詞+to+固 有 名詞」 の形が、3件 、0.15%で あ ったが、　John　told　the　truth　to　me.の よ うな

「名詞+to+人 称 代名詞」 の形が、　0件 とい う結果に なった。 また、直接 目的語が代名詞 の、

John　told　it　to　his　friend.や 、　John　told　it　to　Tom.の よ うな形 も0件 であ り、　John　told　it　to　me.

の よ うな 「代名詞+to+人 称 代名詞」 の形がわずか1件 、0.05%あ るだけであ った(さ らに、

50,000件 まで拡大 して検索 した ところ、「代名詞+to+普 通 名詞」が、　ll件 、0.022%、 「代

名詞+to+固 有 名詞」が、5件 、0.Ol%、 「代名詞+to+人 称 代名詞」 が、6件 、0.Ol2%

の よ うな結果 となった)。

　 続いて、sellに つ いて述べてお く。GZ)、　WT合 計2,000件 中、　SVOOで の使用 は、21件 、1.1

%で 、 そ の うち間接 目的語 が人称代 名詞の場合が、17件 、0.9%を 占 めていた。SVOAは 、 直

接 目的語が普通名詞 の場合が、51件 、2.6%で 、 代名詞 の場合 が、43件 、2.2%で あ った。いず

れに して も、SVOO、 　SVOAど ち らの使用 も少 ない ことが判 明 した。

　 次に、英語教育で、前置詞はtoかforの どち らか を使 って書 き換 える とされ ているbringに

つ いて述べ る。bringは 、　GZ)、　WTの 合 計2,000件 中、　SVOOで の使用 は、62件 、3.1%で あ

った。 また、 その うち、間接 目的語が、人称代名詞 の場合が、52件 、2.6%を 占 めていた。br-

ingは 二 重 目的語構文 としての使用 はかな り少 ない ことが判 明 した。　SVOAに 関 しては、　The

waiter　brought　 some　 water　to　the　customer.の よ うな 「名詞+to+普 通 名詞」 の場合 が406件 、

20.3%で あ った。 しか しなが ら、to以 下 が人称代 名詞の場合は、わずか4件 、0.2%で あ った。

直接 目的語が代名詞 の場合、The　 waiter　brought　 it　to　the　customer.の よ うな 「代名詞+to+

普 通 名詞」 の形は、57件 、28.5%で 、The　 waiter　brought　 it　to　me.の よ うな 「代 名詞+to+

人 称 代名詞」の形は、わずか、1件 、0.05%で あ った。前置詞forが 使 われた ケースは、rbring

+名 詞+for+普 通 名詞」 として、　GZ)とVVTに それ ぞれ3件 つつ、計6件 のみ であ った。

　 次に、二重 目的語動詞 と してのdoは どの よ うに使われてい るのであ ろ うかを見てい きたい。

ここでは、doと 、　harmあ るいはdamageと の組み合わせで使われた ケースを分析す ることに

す る。GD、 　VVTの 全 文 を検索 した ところ、上記 の組 み合わせ の使 用例は、合計920件 で 、そ

の うちSVOOで の使用は、160件 、17.4%で あ ったが、　The　 storm　 did　us　damage.の よ うな、

間接 目的語 が人称代名詞 の場 合が120件 、13.0%を 占 めて いた。SVOAは 、 合計234件 、25.4

%で あ った。 内訳は、The　 storm　 did　damage　 to　the　farmers.の よ うなto以 下 が普通名詞 の場

合が、191件 、20.8%で 、to以 下 が固有名詞 の場合が、22件 、2.4%、 そ して、　to以 下が人称

代名詞 の場合が、21件 、2.3%と な っていた。harm、 　damageが 代 名詞itと な って 「do　it　to～ 」

とい う使い方が されてい るかであ るが、用例は皆無であ った。前 の名詞を受けて、itが 「do　it

to～ 」 とい う形 で使われ た ものは、　rto+普 通 名詞」20件 、　rto+固 有 名詞」10件 、　rto+人

称 代名詞」18件 であ った。
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　英米 の新 聞記事 に関す る調査 の最後 として、askに つ い て見 てい くこととす る5)。　askに 関

しては、SVOOやSVOAと して の使い方 よ りも、他 の用法が優勢を 占めていた。 ここでは、

askとquestion/questionsが 組 み合わ されて使われた全ての件数、　GZ)929件 、　VVT　 763件 、 合

計1,692件 に おける割合 に限 って述べ る こととす る。askとquestionの 組 み合わせは、多 くが、

「(誰々)に 」 を含 まないJohn　 asked　 a　question.の よ うな形 で使われてい ることが判 った。

The　students　 asked　their　teacher　questions.の よ うなSVOOの 形 は、1,692件 中、275件 、16.3

%で あ った。そ の うち、The　 students　 asked　 him　questions.の よ うに人称代名詞が使用 された

ケースが、228件 、13.5%を 占 めていた。 なお、人称代名詞 の うちのGZ)37件 、　VVT　 25件 、 計

62件 は 、oneself形 の再 帰代 名詞 として使用 され ていた。　The　 students　asked　 questions　 to　their

teacher.の よ うに前置詞toが 使用 された形は、 もちろん皆無 であ った(後 に述 べ る日本人学

生 の場合は、多 くが この形を使 っていた)が 、of　their　teacherの よ うに前置詞ofが 使われた

形は、1,692件 中 、29件 、1.7%で あ った。その うち、of以 下が普通名詞 の場合が、19件 、1.1

%で あ った。John　 asked　it　of　Tom.の よ うに、　itがquestionを 受 けて使われてい る例は、わず

か1件(VVT)、0.05%あ るだけであ った。

]1.日 本人学生の英語作文の調査結果

　これより、 日本人学生の英語作文において、二重 目的語構文がどれほどの割合で使用されて

いるのかを見てい くことにする。表5は 、日本人学生に 「Johnは 昨 日私にスペイン語の本を

くれました」とい う文を英語に訳させたものを、SVOOかSVOAか の構文形式に従って分難

したものである。それぞれ、代表的な例立と使用人数を示 している。

表5　 giveを 使用 した日本人学生の英語作文結果

使用構文例 日本人学生の人数(243人 中)

John　 gave　 me　 a　Spanish　 book　 yesterday. 221人(91.0%)

John　 gave　 a　Spanish　 book　 to　 me　 yesterday. 10人(4.1%)

　調査 の結果、John　 gave　me　a　Spanish　 book　yesterday.の よ うにSVOOと した者 は、243人 中

221人 で、91.0%で あ る ことが判 明 した。John　 gave　a　Spanish　 book　to　me　yesterday.の よ うに、

SVOAと した者は、10人 で、4.1%で あ った。 また、　SVOAの 前 置詞 は、本来 はtoを 使 うべ

きもの とされ ているが、forを 使 用 した者 は、8人 、3.3%い た 。(前 置詞使用者 が、合計 と し

ては18人 、7.4%い た ことにな るが、toとforの 使 用者 の内訳 と しては、少数 なが ら接近 した

ものとなった。 また、人数 の差 はあれ、 これか ら見 てい く全 ての動 詞にtoとforの 使 用者が
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必ず存在す ることとなった。)な お、John　 gave　to　me　a　Spanish　 book　yesterday.の よ うな語順

(倒置)に した者が、3人 、1.2%い た が、 これ らはJohn　 gave　a　Spanish　 book　 to　me　yester-

day.の 範 疇に入れてい る。　for　meの 倒 置 は1人 、0.4%で あ った。 日本人学生 の学習過程に関

しては、詳 しく調査を してい く必要があ るが、実際 の英語作文において、SVOO、 　SVOAそ れ

ぞれ の構 文 の使用 には大 きな差が 出てい る ことが判 った。 間接 目的 語が人称代 名詞 の場 合は

SVOOが よ り好 まれ ると言 え るのであろ うか ど うかは、今か ら確 かめてい くこととす る。

　 giveに つ いて他 の文 はど うなるか を見 るために、「私達 は全 ての旅行者 に地 図を渡すつ も り

です」とい う文 を書 かせた ところ(間 接 目的語は長 く、直接 目的語 は短 くなる ことを意 図 した)、

We　 are　going　to　give　all　the　tourists　a　map.の よ うなSVOOの 形 に した者 は、102人 で42.0%で

あ った。We　 are　going　to　give　a　map　 to　all　the　tourists.の よ うなSVOAの 形 に した者は、91人

で37.5%で あ った。 しか しなが ら、SVOAで 、 前置詞 にforを 使 った ものが、25人 、10.3%お

り、前置詞使用者 は合わせ る と、ll6人 、47.7%で 、　SVOOの 使 用者 の数 を上 回 るもの となっ

た。 間接 目的語が代名詞 の場合 は、SVOOが 優 勢で あ ったのに対 して、間接 目的語 が普 通名

詞 の場合は、SVOOとSVOAの 割 合が接近す るものとなった。 さらに、関係節 の場合は どの

よ うになるか を見 る目的で、「これは友達が去年私 に くれた犬です」 の文 を与 え、This　 is　the

dog　my　friend　gave　me　last　year.の よ うに、　giveとmeが 連 続す る環境に なるよ うに作文 させ

た ところ、gave　 meと した者は、182人 で、74.9%で あ った。　gave　to　meの よ うに前置詞toを

使用 した者はll人 、4.5%で 、 前置詞forの 使 用者 は5人 、2.1%と い う結果に なった(後 で述

べ るbuyに 関 しては、関係節でforが 使 われ る傾 向が あるの とは違 った結果 となった)。

　次に、lendに つ いて見 てい くこととす る。表6は 、 「MaryはTomに 音 楽 のCDを 貸 してあ

げ ま した」 とい う文 を英語に訳 させ た結果 を表 した ものである。 それ ぞれ、SVOOとSVOA

の代 表的例文 と使用人数を示 してい る。

表6　 1endを 使用 した日本人学生の英語作文結果

使用構文例 日本人学生の人数(243人 中)

Mary　 lent　Tom　 a　music　 CD. 141人(58.0%)

Mary　 lent　 a　music　 CD　 to　 Tom. 78人(32.1%)

　 Mary　 lent　Tom　 a　music　 CD.の よ うにSVOOを 使 用 した者 は、141人 、58.0%で あ った。

Mary　 lent　a　music　 CD　 to　Tomの よ うにSVOAを 使 用 した者 は、78人 、32.1%で 、前置詞for

の使 用者は9人 で3.7%で あ った。 また、Mary　 lent　to　Tom　 a　music　 CD.の よ うに倒置 の文に し

た者が、ll人 、4.5%い た(forで の倒置は、皆無であ った)。

　英米 の新 聞記事 と共通す るこ とは、二重 目的語構文 使用の比率が、lendの 場 合は、　giveと
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比較 してかな り低 くな ってい る とい うことであ る。 それ に伴い、SVOAの 形 の使用 の割 合が

増えてい る。関係節では ど うなるかを見 るために、rLisaがBobに 貸 してあげた ビデオはあ ま

り面 白 くあ りません」を英語訳 させた ところ、The　 video　Lisa　lent　Bob　 isn't　very　interesting.

の よ うに した者は、100人 、41.2%で あ った。to　Bobの よ うに前置詞toを 入れた者は70人 、28.8

%で 、for　Bobの よ うに前置詞forを 入 れ た者 は、4人 、1.7%で あ った。 なお、英語作文にお

いて、関係節を使わ なか った り、使 った場合で も、Lisa　lent　Bob　 a　video　which　 was　 not　very

interesting.の よ うな形 に した者 がいたが、 「対応す る 日本語文」 との違い、お よび、今回 の調

査 目的 とは別次元 とい う理 由か ら、 これ らは数字か ら除外 してい る。ただ し、関係詞節が後置

され るか ど うか とい うことは、重要 な問題を含んでい るものと考え られ るので、今後 の調査 の

参考 と してい きたい。

　 続い て、sendに つ いて見てい くこ ととす る。　sendに 関 しては、 「そ の息子 は両親 に長い手

紙を送 りま した」 とい う文を英語訳 させた。The　 son　sent　his　parents　 a　long　letter.の よ うに

SVOOを 使 用 した者は、85人 、35.0%で 、　The　 son　sent　a　long　letter　to　his　parents.の よ うに

SVOAを 使 用 した者は、　l　l8人 、48.6%で あ った。　for　his　parentsの よ うに前置詞forの 使 用者

も27人 、ll.1%い た 。 また、　sent　to　his　parents　 a　long　letterの よ うに倒置 した者 が8人 、3.3

%い た。 英米の新聞記事 では、SVOOが 約6%と 少 なか った(間 接 目的語が普通名詞 と固有

名詞 の場合 は、1.3%で あ った)の と対 比 して、 日本人 学 生 の場合 は、 比較 的 高 い割合 で

SVOOを 使 用 してい ることが判 った。

　 次に、showに つ いて見てい く。英米 の新聞記事にはSVOOもSVOAも 非 常に少 なか った

わけ であ るが、 日本人学生 に与 えた 日本語 は どち らか の構文 を使用 させ る もの と してい る。

showに 関 して、人称 代名詞を使わせ る環境 では、　SVOOが 最 高 の数 を示 した。「あなたに美

しい絵 を見せ てあげ ま しょう」 とい う文 を英 語訳 させた ところ、Iwill　 show　 you　 a　beautiful

picture.の よ うにSVOOと した者が、225人 、92.6%い た。　I　will　show　 a　beautiful　picture　to

you.の よ うにSVOAと した者 は、わずか3人 、1.2%で 、　for　youと した者 も7人 、2.9%で あ

った。 自然環境(自 由英語作文等)で の使用は どのよ うに なるであ ろ うかは、今後検証 してい

くこととす る。

　 次に、SVOAの 前 置詞 にforを 使 うとされ ているbuyに つ いて見てみ る。　buyに 関 しては、

「Brownさ ん は娘 に新車 を買 ってあげ るつ も りです 」の よ うに 「～ してあげ る」 とい う日本

語を使 った文で、英語訳 させた。Mr.　 Brown　 is　going　to　buy　his　daughter　 a　new　 car.と い うよ

うなSVOOの 形 に した者 は、50人 、20.6%で あ った。前置詞 にtoを 使用 して、　Mr.　Brown　 is

going　to　buy　a　new　 car　to　his　daughter.の よ うに した者は35人 、14.4%で あ ったが、前置詞for

を 使 用 して、Mr.　 Brown　 is　going　to　buy　a　new　 car　for　his　daughter.の よ うに した者 は、　SVOO

を 大 き く上回 り、149人 、61.3%と い う結果 とな った。
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　buyに つ いては、関係節を使 う文 も作文 させた。「Jackが ガ ール フ レン ドに買 ってあげた時

計は非常に高価です」を英語訳 させた ところ、The　 watch　 Jack　bought　 his　girl　friend　is　very

expensive.の よ うに関係節部 分にSVOOを 使 用 した者 は、49人 、20.2%で あ った。 ところが、

SVOAを 使 って、　The　 watch　 Jack　bought　 for　his　girlfriend　is　very　expensive.の よ うに前置詞

forを 入 れた者 は、91人 、37.5%で あ った。　giveの 場 合に、(間 接 目的語が人称代 名詞 と普通

名詞では単純比較はで きないが)gave　 meの よ うにす るのが大半 で、　gave　to　meの よ うな前置

詞使用が好 まれ なか った のに対 して、buyに つ いては、　bought　 for　his　girlfriendの よ うに前置

詞が使われ ることが多 い とい うことが判 った。lendを 使 った関係節 の文 で、　The　 video　 Lisa

lent　Bob　 isn't　very　interesting.が 、　lent　to　Bobを 少 し上 回 っていたが、　buyの 場 合には、前置

詞(for)が 使 われ る傾 向にある とい う結果 とな った。

　次に、makeに つ いて見 てみ ることとす る。前置詞 に関す る問題 は、　makeで 顕 著に なった。

日本人学生に 「毎週 日曜 日に母は子供達におい しい ケーキを作 ります」 とい う文を英語訳 させ

た ところ、Every　 Sunday　 Mother　 makes　 her　children　delicious　cake.の よ うにSVOOの 形 を使

った者は、30人 、12.4%で あ った。makes　 cake　to　her　childrenの よ うにSVOAで 、前置詞to

を 使用 した者が、31人 、12.8%で あ った のに対 して、makes　 cake　for　her　childrenの よ うに前

置詞forを 使 用 した者 は、165人 、67.9%と い う結果 とな った。調査 の 日本語 は全 て 「～に」

であ って、「～ のために」 は全 く使用 してはいないが、forが 優 位を 占め る結果 となった。

　続いて、teachに つ いて見 てみ る。　teachに 関 しては、「Schneider先 生 が私達に ドイ ツ語を

教えてい ます」 とい う文を英語に訳 させた ところ、Mr.　 Schneider　 teaches　 us　German.の よ う

にSVOOの 形 を使 った者 は、191人 、78.6%で 、　Mr.　Schneider　 teaches　 German　 to　us.の よ う

にSVOAに した者は、31人 、12.8%で 、 前置詞forを 使 用 した者 は、9人 、3.7%で あ った。

間接 目的語が代名詞 の場合にはSVOOが 優 勢 とい う傾 向が ここで も確か め られ た。次 に、 「誰

が あ なた の お兄 さんに数 学 を教 えて い ます か」 とい う文 を英 語 に訳 させた と ころ、Who

teaches　 your　brother　 math?の よ うにSVOOの 形 に した者が、88人 、36.2%、 　to　your　brother

の よ うにSVOAの 形 に した者 が、98人 、40.3%、 　for　your　brotherの よ うに した者が、24人 、

9.9%で あ り、SVOAの 方 が上 回る とい う結果 とな った。

　次に、tellに つ いて見 てい くこ ととす る。「SteveはJaneに 真 実を話 しま した」 とい う文を

英語訳 させた ところ、Steve　 told　Jane　the　truth.の よ うにSVOOと した者 は、154人 、63.4%

で あ った。Steve　 told　the　truth　to　Jane.の よ うにSVOAと した者は、61人 、25.1%で あ った。

前置詞にforを 使 用 してfor　 Janeの よ うに した者 は6人 、2.5%で あ った。英米 の新聞では、

あ ま り使われ ることのなか ったrtell+固 有 名詞+普 通 名詞」(0.45%)やrtell+普 通 名詞

+to+固 有 名詞」(0.15%)を 使 用す る よ うに して英語訳 させ る方法 には議論 の余 地があ る

が、結果 と しては、SVOO優 位 とい うことにな った。
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　 次 に 、sellに つ い て 見 て み る 。 「Billは 友 達 に 車 を 売 る つ も りで す 」 と い う文 を 英 語 訳 さ せ た

と こ ろ 、Bill　is　going　 to　sell　his　friend　 his　car.の よ うにSVOOと した 者 は 、29人 、　 l　l.9%で あ

っ た が 、Bill　is　going　 to　sell　his　car　to　his　friend.の よ う にSVOAと し た 者 は 、162人 、66.7%で 、

間 接 目的 語 が 名 詞 の 場 合 で 、toが 使 わ れ た 最 大 の 数 字 と な っ た 。　for　his　friendと した 者 も36人 、

14.8%で あ っ た 。

　 続 い て 、bringに つ い て 見 て み る こ と に す る 。 「ウ エ イ タ ー は 私 達 に 水 を 持 っ て き て く れ ま

した 」 と い う文 を 英 語 訳 さ せ た と こ ろ 、The　 waiter　 brought　 us　some　 water.の よ うにSVOOと

した 者 は147人 、60.5%で 、The　 waiter　 brought　 some　 water　 to　us.の よ うにSVOAと した 者 は

47人 、19.3%で 、 前 置 詞forを 使 用 した 者 は32人 、13.2%で あ った 。　toとforが 使 わ れ た 比 率

は 、65%対35%で 、toの 方 が 多 い と い う結 果 と な っ た が 、 本 来toを 使 うべ き と さ れ て い る 他

の 二 重 目的 語 動 詞 と 比 較 した 場 合 に 、for使 用 率 は よ り高 い も の と な っ た 。

　 次 に 、SVOOの 形 を 取 ら な い と さ れ て い る6)、　introduceを 使 っ て 、 「叔 父 は 私 に オ ー ス トラ

リ ア か ら の 留 学 生 を 紹 介 して くれ ま し た 」 と い う文 を 書 か せ た と こ ろ 、My　 uncle　 introduced

me　 an　international　 student　 from　 Australia.の よ う に し た 者 が 、　l　lO人 も い た 。45.3%で あ る 。

My　 uncle　 introduced　 an　international　 student　 from　 Australia　 to　me.の よ うに 正 しい と さ れ て い

る 文 に し た も の は 、72人 で29.6%で あ っ た 。 ま た 、 前 置 詞forを 使 用 し た 者 は9人 、3.7%で

あ っ た 。My　 uncle　 introduced　 to　me　 an　international　 student　 from　 Australia.の よ うに 倒 置 を 行

っ た 者 は 、ll人 、4.5%、 　forの 倒 置 は1人 、0.4%い た が 、 目的 語 の 長 さ が 影 響 を 与 え て い る

も の と 考 え る こ と が で き る 。 な お 、My　 uncle　 introduced　 me　 to　an　international　 student　 from

Australia.は 英 語 文 の 構 造 と して は 正 し く、27人 、　l　l.1%い た が 、 与 え た 日 本 語 と は 意 味 が 異

な っ て い る の で 、 数 字 か ら は 除 外 して い る 。

　 日本 人 学 生 に 特 有 の ケ ー ス と 考 え ら れ る も う1つ の 動 詞explainに つ い て 述 べ て お く7)。　ex-

plainは 二 重 目的 語 動 詞 で は な い の で 、　John　 explained　 me　 the　situation.の よ う な 文 は 誤 りで あ

る と さ れ て い る 。 日本 人 学 生 に 、 「Mikeは 友 達 に フ ッ トボ ー ル の ル ー ル を 説 明 し ま し た 」 と

い う文 を 英 語 に 訳 さ せ た と こ ろ 、Mike　 explained　 his　friends　 the　 rules　 of　football.の よ うに

SVOOの 形 に し た 者 が 、55人 、22.6%も い た 。 も し も 「友 達 に 」 の 部 分 を 「私 に 」 の よ うに

人 称 代 名 詞 に し て い た 場 合 に は 、SVOOの 数 が さ ら に 上 回 っ て い た こ と が 予 想 さ れ る 。　Mike

explained　 the　rules　of　football　 to　his　friends.の よ う に 正 し い と され る 形 に し た 者 は 、126人 、51.9

%で あ っ た が 、 動 詞 の 用 法 を 正 確 に 理 解 した 上 で 、 こ の 文 を 書 い た か ど うか は 、 疑 問 が 残 る も

の と な っ た 。for　his　friendsの よ うに 前 置 詞forを 使 用 し た 者 は 、20人 で8.2%で あ っ た 。　Mike

explained　 to　his　friends　 the　rules　of　football.の よ う な 倒 置 の 形 に し た 者 は 、9人 、3.7%で 、 倒

置 文 で のforの 使 用 者 は 、1人 、0.4%で あ っ た 。

　 こ れ ま で の 調 査 結 果 か ら 、 日本 人 学 生 の 英 語 作 文 に お い て も 、 間 接 目的 語 に 人 称 代 名 詞 を 使
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う場合 は、SVOOの 形 が優位 を 占め ている ことが、実際 の数字を あげる ことで確か め られた。

間接 目的語 と直接 目的語にそれぞれ人称代名詞 と代名詞が使われた場合に どのよ うに なるかを

確かめ るために、「私 にそれを渡 して下 さい」 とい う文 をhandを 使 って英語訳 させた(代 名

詞にitを 使用 した者 のみを対象 とし、　give　me　thatな どは対象外 とす る)。　Hand　 me　it.と した

者が、57人 、23.5%い た 。Hand　 it　to　me.と した者 は80人 、32.9%で 、　Hand　 it　for　me.と した

者は、1人 、0.4%で あ った。Hand　 it　to　me.と した人数がHand　 me　it.の 人 数を上回 ってはい

るが、英米 ともに、 まれ とされてい る用法(『 英文 法解説』p.190等 参 照)を 日本人学生が多

く使用 してい るのは興味 の持 たれ るところである。 なお、参考 のため に、「有生 の人称 代名詞

(me、　you、　us、　him、　her、　them)+無 生 の代 名詞(it、　them)」 の使い方が なされてい るか

ど うかを、GD、 　VVT、 そ れ ぞれ1年 分 、全て の動 詞を対 象 と して検 索 してみた ところ、　GD

に 、give　me　 itが2件 、　VVTに 、　give　you　themが1件 見つか っただけであ った。

　 doの 二重 目的語動詞 としての使用 に関 しては、 「そ の嵐は人 々に大 きな損害を与え ま した」

とい う文を英語訳 させた。The　 storm　 did　people　great　damage.の よ うにSVOOを 使 用 した者

は、44人 、18.1%で 、The　 storm　did　great　damage　 to　people.の よ うにSVOAを 使 用 した者は

86人 、35.4%で 、 前置詞forを 使 用 した者 は、18人 、7.4%で あ った。

　最後 に、askに つ いて見てみ る。 「学生達 は先 生にた くさんの質問を しま した」 とい う文を

英語訳 させた ところ、The　 students　asked　 their　teacher　many　 questions.の よ うなSVOOの 形

を使 用 した者 は、136人 、56.0%で あ った。The　 students　 asked　 many　 questions　 to　their

teacher.の よ うにSVOAと した者 は、67人 、27.6%、 前 置詞forの 使 用者 は、13人 、5.4%で

あ った。The　 students　asked　many　 questions　 of　their　teacher.の よ うにofを 使 用 した者は皆無

であ った。askに は 「誰 かに向けて(質 問を発 す る)」 ではな く、 「～か ら答えを引 き出そ うと

す る(in　 order　to　get　an　answer)」(Longman-Dictionary(of　 the,English　Language　 4th　ed.　p.80等

参 照)と い う意味合 いがあ るため、前置詞toは 使われ ないわけ であるが、 日本語 では 「～に

尋ね る、～ に聞 く、～に質 問をす る」の よ うに、 「～ に」 を使 うことが影響を及 ぼ してい ると

考え られ る。

　 これ までの調査 の結果 、間接 目的語が人称代名詞 の場合 は、全 てSVOOが 優 位 を 占めてい

るとい うことが判 明 した。ただ し、今回は、全て の動詞に対 して、間接 目的語が普通名詞や固

有名詞 となるよ うな作文は させてい ない。調査範囲 内で述べ ると、間接 目的語が名詞 の場合に、

SVOOよ りもSVOAが 優 位 を占めた動詞 は、　send、　buy、　make、 　teach、　do、　sellで あ った。

なお、前置詞forをgiveに 使 った数を足せば、　giveも 間接 目的語が名詞の場合は、　SVOA優

位 とい うことに なる。 また、逆 に、 間接 目的語が名詞 であ るのに、SVOOが 優 位 とな った動

詞 は、lend、　tell、　askで あ った。 この ことは、動詞 の種類 だけ でな く、間接 目的語 の長 さの

影響 も考慮に入れ る必要があ るであ ろ うが、 この問題に関 しては今後 の課題 と したい。
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　 日本人学生が、どのような英語文を書 くかは、教科書や参考書にどのような記述がなされて

いるか、またどのように学習 してきたか、等の影響を考慮に入れなければならないわけである

が、多 くが 「SVOOとSVOAの どちらを使ってもよい」と学んできた中での今回の調査結果

は非常に興味の持てるものであると言 うことができるであろう8)。また、今後、日本人学生を

指導するにあたっては、英米の新聞等における実際の使用の数字を参考に してい くことも重要

になって くるものと考えられる。

おわりに

　本稿 の調査は、 冒頭で述べた よ うに、SVOOとSVOAの 実 際 の使用率を数字で表す ことに

重点を置 き、文脈等をあえて考慮す ることな く論を進めて きた。母語話者 ならびに 日本人英語

学習者 の英語文を分析す るにあた り、文脈 とい うものは、非常に重要 な要素 とみ なされ るわけ

であ るので、今後、特に、 日本人学生に対 して取 り組んでいか なければ ならない調査 と しては、

た とえば、「私 はJohnに 本 をあげた」におけ る 「本」を、　a　book(新 情 報)、　the　book(旧 情

報)に なるよ うな環境を与えた場合に、 どのよ うな構造 の文を作 るのか、Igave　 John　 a　book.

や 、Igave　 the　book　 to　John.の よ うな使 い分 けがな され るであろ うか、また、「John」 が 、新

情報か 旧情報かで どのよ うに変わ って くるか、等について のものであ る。 また、母語話者 の英

語文 の分析にあた っては、文脈に加えて、今回扱わ なか った問題であ るが、 目的語 の長 さ(語

数お よび文字数)に よる割合、す なわ ち、SVOOとSVOAに お け る間接 目的語 と直接 目的語

の平均語数や最大語数 とそ のバ ランス、 さらに、受動態 の使用比率や前置詞 の有無、等につい

て、調査 ・分析を してい ぎたい と考 之てい る9)。

注

1)学 年 の 内訳 は 、 学 部1年26人 、 学 部2年2人 、学 部3年46人 、 学 部4年29人 、短 期 大 学 部1年107人 、

　 短 期 大 学 部2年33人 で あ る。 な お 、 本調 査 を 行 うに あ た り、 岡 田啓 、 町 田哲 司 、西 村 公 正 各 氏 の 協 力

　 　を 得 ま した 。 こ こに 厚 く感 謝 申 し上 げ ます 。

2)具 体 的 に は 、give、　gives、　gave、　have　 given、　has　given、　had　givenの 形 で 使 用 され た もの を 調 査 し、

　 受 動 態 や 動 名 詞 と して 使 用 され た もの を 除 外 した 。 総 数 は 、GD　 25,474件 、　WT　 21,913件 で あ った 。

3)江 川 泰 一 郎 『英 文 法 解 説 』p.190等 参 照 。

4)た と え 、1,000件 を検 索 して 、0件 で あ っ て も、10,000件 で は10件 を 越 す よ うな 場 合 も あ る と考 え ら

れ るわ け で あ る の で、 特 に使 用 率1%未 満 の 用 例 の 統 計 的 な精 度 に つ い て は 、調 査 方 法 に 関 して 再検討

を して い か な け れ ば な らな い と考 えて い る。
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井戸垣 隆

5)も ち ろ ん 、askは 他 の二 重 目的語 動 詞 とは 、性 質 が違 う。John　 asked　 Tom.やJohn　 asked　 a　question.

　 　と言 うこ とが で き る よ うに 、John　 asked　 Tom　 a　question.の2つ の 目的 語 は 、 どち ら も直 接 目的 語 で

　 　あ る と考 え る こ と もで き るわ け で あ るが 、 こ こで は 論 じな い 。

6)た と えば 、 石 黒 昭博 『総 合 英 語Forest』 に は 、 目的語 を2つ 続 け る こ とが で き な い動 詞 と して 、　say、

　 explain、　introduce、 　suggestが あげ られ てい る(p.44)。

7)た だ し、 た とえ ば 、Quirk　 et　al..A　Comprehensive　 Grammar　 of　the　English　 Languageに は 、　A　border-

　 line　case　is　?He　explained　me　his　plan,　which　 is　acceptable　 to　some　 speakers,　 but　not　to　others.(p.59)の

　 　よ うな 記 述 が な され て い る。

8)導 入 に 関 して 、 以 下 に 高 等 学 校 用 の い くつ か の 教 科 書 の 記 述 を 載 せ て お く。

　 　 三 省 堂The　 CROWN English　 Series　1　New　 Edition,2002に は 、 次 の よ うに あ る。 「第4文 型 」

　 　 (SVOO)に 含 まれ る2つ の 「目的 語 」 の う ち、 先 行 す る も の は 「間 接 目的語 」、 後 続 す る も の は

　 　 「直 接 目的 語 」 と呼 ば れ る 。 「間 接 目的 語 」 の方 は 、 「to+(前 置 詞 の)目 的 語 」(動 詞 に よ って は 、

　 　 「for+(前 置 詞 の)目 的語 」)と い う形 で書 き直 す こ とが で き る。　John　 gave　 Mary　 a　book.→John

　 gave　a　book　 to　Mary.　 John　 bought　 Mary　 a　hat.→John　 bought　 a　hat　for　Mary.(p.12)

　 　 池 田書 店DAILY ENGLISH　 COURSE　 1　Revised　 Edition,2002に は 、 次 の よ うに あ る。 第4文 型

　 　 「S+V+0+0」--動 詞 の あ と に、 目的語 が2つ 続 く文 。a)Can　 you　 lend　me　 ten　dollars　until

　 tomorrow? Show　 me　your　new　 dress,　Ann.　 c)Mrs.　 Black　made　 the　children　some　 cakes.　 Noteこ の

　 文 型 に 用 い られ る主 な 動 詞 。 ①toを 用 い て言 い か え られ る もの 　 　 give,　bring,　showな ど。　Henry

　 brought　 coffee　to　me.②forを 用 い て言 いか え られ る も の--buy,　 find,　makeな ど。　Jane　bought

　 some　 flowers　 for　her　mother.(p.20)

　 　 　第 一 学 習 社Vivid　 Writing,2005に は 、 次 の よ うに あ る。　S+V+0(人)+0(物)をS+V+0

　 　(物)の 文 型 で 表 す と きは 、前 置詞 に注 意 し よ う。He　gave　 me　 some　 flowers.(彼 は 私 に 花 を くれ た 。)

　 cf.　He　gave　some　 flowers　to　me.　 She　made　 me　a　cup　of　coffee.(彼 女 は 私 に コ ー ヒーを 入 れ て くれ た 。)

　 cf.　She　made　 a　cup　of　coffee　for　me.(p.8)

　 　 三 省 堂EXCEED　 English　 Series　II,2003に は、　SVOOの 例 文 と して 、　She　teaches　 the　newcomers

　 Japanese.が 、 あ げ られ て お り、　SVOOの 文 型 に よ く使 わ れ る主 な動 詞 と して、　ask、　buy、　give、

　 lend、　pay、　sell、　send、　show、 　teach、　tell、　writeが 列 挙 され て い るが(p.10)、 　SVOAへ の 書 き換

　 　え や 、 使 用 す る前 置 詞 に 関 して は 全 く言 及 され て は い な い 。

　 　 文 英 堂 UNICORN ENGLISH　 COURSE　 1,2005の 「5文 型 」 の例 文 に は 、 第4文 型 と して 、　A

　 Korean　 friend　sent　me　an　e-mail　yesterday.〈S+V+0+0>→ 目的 語 が2つ 必 要(p.11)、 との み 記 さ

　 れ て い るだ け で 、 書 き換 え 等 に 関 しては 言 及 され て は い ない 。

　 　 　そ の 他 多 くの 教 科 書 も 同様 の 記 述 で 、 「SVOO」 は 「SVO+前 置 詞+0」 で 書 き換 え る こ とが で き る

　 　とい う旨の 説 明 のみ で 、 どの よ うに 使 い 分 け るか を 教 示 した もの は ま った く見 つ か らな い 。

9)受 動 態 に 関 して 、 参 考 の た め に 少 し述 べ て お く。giveの 直 接 目的 語 が 主 語 と な っ た 、　A　book　 was

　 given　to　me.の よ うな受 動 態 の文 が どれ ほ ど あ るか を、　to以 下 を 人 称 代 名 詞 に 限 定 して 調 べ た と ころ

-132-



二重目的語構文の使用頻度について

(そ れ ぞ れ1年 分)、GD　 110件 、　WT　 72件 が使 用 され て い る こ とが判 明 した。 と ころ が 、　A　book　 was

given　me.の よ うにtoを 伴 わ な い 形 の文 は 、　GD　 5件 、　WT　 1件 、 計6件 のみ で あ った 。
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